
〜経済と環境を両⽴させた真に持続可能な「くらしふとモデル」を構想・提案〜〜経済と環境を両⽴させた真に持続可能な「くらしふとモデル」を構想・提案〜

⻑野県・⾠野町

地域に根ざしたゼロカーボンシフト



・1日に2万匹！ 一人の高校教師の保全活動がきっかけで日本一のゲンジホタルの町に
・「休耕地に飛び込んだら面白いんじゃ？」田んぼを活用した世界初スポーツ「どろん田バレー
ボール大会」

・「この里山は自分の庭だから」美しい里山景観を自分たちの手で守り続ける川島地区
・「シャッターは全部開けなくていい」自分たちが欲しいお店を誘致して、灯が灯り始めた
「トビチ商店街」

・1000軒の空き家は資源。DIYで空き家が古⺠家カフェ、ゲストハウス、ライブハウスに再⽣。
・地域課題は、都市住⺠には「やりがい」になる。課題に関わる中で、関係人⼝になっていく

「お困りごとトリップ」

空き家・空き店舗、空き農地、増え続ける余白。
自分たちが欲しい町をみんなでDIYする、創造性育まれる町

⾠野町とは？

一人ひとりが手作りする、住み続けたい町



・⻑野県で4つ指定されている「移住モデル地区」に選ば
れるなど、移住の先進地域

・日本で有数の松茸の産地で数億円を稼ぐ重要な産業（松
茸は世界の絶滅危惧種に指定された）

・地元シニアが50人以上所属する、里山保全団体「川島
振興会」が景観保全に努める

・オーガニック農業など自然と共⽣したサステナブルな農
業に取り組むプレイヤーが最も多い

・県内最新の小水力発電所が開設。クリーンエネルギーを
発電、企業に売電

・⽣ごみを自動で選別し、堆肥にして農地に還す「リサイ
クルループ」事業がスタート

持続可能な暮らしを求めて移住者が絶えない。
環境先進地としてのポテンシャルも秘めた里山

メインフィールド「川島」



日本発のサステナビリティモデル「地域循環共生圏」をベースにした
未来の里山をデザインする

・ゼロカーボンシフト、⽣物多様性の回復などが世界的な重要課題に
・日本には、自然環境と経済発展を両⽴させてきた「里山」というエコシステム（地域循環共⽣

圏）がすでに江⼾時代から存在（現在の里山は過疎化、課題山積）
・里山の地域課題を解決するとともに、世界の課題である環境問題も同時に解決していけないか
・過疎が進む里山から、未来の里山へ。人と自然が共⽣する次世代の持続可能な地域社会モデル

を辰野町の川島から想像・創造していく

＼例えばこんな提案アイデア／
・耕作放棄地を環境負荷の低い有機農業で再⽣、⽣物多様性の回復にも貢献
・森林に手を入れ、CO2を吸収する健やかな山へ。間伐材はチップボイラーに投入し、公衆温浴場に利用
・家庭から出る⽣ごみは共同コンポストで回収。堆肥をつくり、田畑に還し、野菜は再び家庭へ

個別の課題解決ではなく、それぞれを連関させ、いのちがめぐる地域循環共生圏の構想を描く

募集テーマ①



②森林を「負の遺産」ではなく、町の「資産」に！
森林面積87%の⾠野町で描く、森林活用×ゼロカーボンタウン

・日本の森林の多くは戦後に植林された人工林で、戦後70年を超え、今まさに伐期を迎えている
・人が手を入れないと、森林が荒廃して土砂災害が発⽣したり、人の暮らしにも悪影響が
・一方で、森林はCO2の吸収源でありゼロカーボン社会の実現にも重要
・クリエイティブなアイデアで森の新しい価値創出をしつつ、ゼロカーボンの地域づくりも実現

したい

＼例えばこんな提案アイデア／
・森林保全の結果として出てくる間伐材を活用した新商品づくり
・経済産業省が主導する「Jクレジット」のように、都市部の企業等を巻き込んで持続可能な森づくりと

ゼロカーボンを組み合わせた官⺠連携事業を構想する
・海外から輸入する石油に代え、地元の木を使ったバイオマス発電やストーブ・ボイラーを導入することで、

地域経済の活性化と森林保全を両⽴

募集テーマ②



６-７月：事前リサーチ
資料収集、月２回程度の勉強会・打合せ＠オンライン

８月：フィールドスタディ①（２泊３日）
６、７月で調べたことを中心に、辰野町内でフィールドワーク

11月頃：フィールドスタディ②（１泊２日）
テーマ深堀、地域や高校⽣との対話など

12-1月：提案内容の深堀（各自＆オンライン）
２月 ：現地報告会
３月 ：振り返り、まとめ

※実際のスケジュールは、参加学⽣の皆さんと相談しながら考えます。

スケジュール

まずは⾠野町を五感で体感！できること・やりたいアイデアをじっくり育む１年間

6月なら
ホタルも

見られるかも？
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農民家ふぇ「あずかぼ」
マクロビのイメージに合う自然の中でお店を持ちたい

空き家ＤＩＹ物件①
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空き家ＤＩＹ物件②

ゲストハウスアトリエ和音
ゲストハウスと有機無農薬農業をやりたい
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⻑野県「つながり人⼝創出・拡⼤事業（第４期信州つなぐラボ）
「復活！どろん田バレー」

どろん田バレーボール⼤会は平成8年に開始して、第20回を節目に終了。スタッフの高齢化に伴
い、残念ながら断念。「次世代でもつながりを⼤切に、川島地区が賑わっていってほしい」との
地元の声を聞き、どろん田バレーの復活をする。
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くわしくは「くらしふと信州」のウェブサイトへ
ＵＲＬ：https://www.kurashi-futo-shinshu.jp/


